
地域提案型

平成21年度 採択内定案件

I．提案事業の概要

1．国名 中華⼈⺠共和国

2．事業名 中国四川震災地区のゴミ処置循環利⽤⽀援プロジェクト

3．事業の背景と必要性 中国のゴミ⾏政は始まったばかりであり、⼈⼝の集中する⼤都市部ではリサイクルも含めてドイツ⽅式を踏襲した政策を進めているものの農村部
などでは簡易な埋⽴処分を⾏うなど、先進諸国のゴミ⾏政と⽐べて未熟な政策だといえる。

平成20年、四川⼤地震で被災した農村部を中⼼に、復興住宅による集落再編を実施し、『美しい⼭と川を再⽣する』と題した震災地のゴミ処置循
環利⽤プロジェクトを稼働させて農業残渣やゴミ処理を含めた環境改善施策を打ち出し5村をプロジェクトサイトとしているが、その推進は処理技
術が定まっておらず曲折が予想される。

上勝町ではゼロ・ウェイスト宣⾔による無駄や浪費を削減する⼀環としてゴミの減量を進めており、その取り組みを中国にも定着させることが望
まれている。この運動はゴミの徹底分別にあって、分別されたゴミはそのまま原料として再⽣されるため、資源の少ないアジア地域では最も進ん
だ技術と考えられている。

美しい⼭と川を再⽣させる四川⼤地震の復興プロジェクトに上勝町の体験を踏まえたノウハウを⽣かして寄与したい。

4．事業の⽬的 現地で適正な廃棄物処理に携わる⼈材の育成

5．対象地域 四川省5地区

6．受益者層 四川省5地区の実施地区の責任者、リーダーと地域住⺠

7．活動及び期待される成果 ＜成果＞

上勝町における廃棄物処理に関する技術研修を円滑に導⼊する。
現地における住⺠意識の⾼揚を図る。

＜活動＞

廃棄物処理の責任者クラスを受⼊れ、上勝町並びに環境⾃治体で研修を⾏う。
平成22年度は現地における廃棄物の現状分析を指導する専⾨家を派遣し、現地調査と指導。
平成23・24年度も研修員の受⼊と平⾏して専⾨家を派遣し、現地視察と指導を深める。
農村地帯における農畜産廃棄物を利⽤した簡易な堆肥化技術を指導する。

8．実施期間 平成22年度〜24年度

9．事業の実施体制 ⽇本側︓上勝町とNPO法⼈ゼロ・ウェイストアカデミー職員が現地で住⺠意識の⾼揚を図り、廃棄物の処理について指導する。また、本邦研修の
ために来⽇した研修員の受⼊を⾏う。

中国側︓四川省環境保護宣伝教育センターが上勝町からの専⾨家訪中に関し、現地受け⼊れ準備を⾏う。また、本邦研修の研修員受⼊（送り出
し）に関して、研修員の⼈選を⾏う。

II．実施団体の概要

1．団体名（提案⾃治体） 徳島県上勝町、NPO法⼈ゼロウェイスト・アカデミー（徳島県上勝町）

2．対象国との関係、協⼒実績 平成21年6⽉に開催された「美しい⼭と川を再⽣する̶震災地区のゴミ処置循環利⽤プロジェクト」̶開始式に上勝町⻑が講師として招かれて訪
中し、四川⼤震災の被災地の実情や新しくゴミ処理に取り組もうとする現地の取り組みに意⾒・提案を⾏った。


